
事業所名

作成日　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1 1

ホームの理念の文章
が長く目標を全職員
が理解しづらくケア
の実践に活かせてい
ない。

・理念の文章を分けて
掲示する。
・単年度の目標を全員
が掲げる。

2 2
地域との交流を深め
ることができていな
い。

定期的な交流が可能と
なるよう法人の会議で
提案し計画を立て実践
する。

3 7

職員の日頃抱えてい
るストレスや意見を
運営やケアに活かせ
ていない。

・定期的に職員にアン
ケートを実施する。
・結果を討議し環境の
改善を図る。

4 12

急変時や見取りにつ
いての指針はある
が、「意思確認書」
は文書化できていな
い。

・意思確認書の文書化
・利用者の状態変化に
柔軟に対応しその都
度、意思確認書を交わ
す。

5 13
自然災害についての
体制が整っていな
い。

・積極的な研修参加
・法人のBCP担当職員
との協働

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
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注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

「意思確認書」をその都度書
いていただき双方の意思確認
を行う事で利用者やご家族が
納得のいく最後を迎えられる
よう整備していく。

３ヶ月

火災以外の自然災害につい
てもマニュアルや訓練を実
施し協力体制を築いてい
く。

１ヵ年

大きく考えるのではなく、
まずは法人事業の保育園か
ら交流を始めていく。

１ヵ年

職員のストレスや意見を理
解することで、より良い質
の向上と生活の質を向上で
きるホームを目指す。

１ヵ年

目　　　　標

現状の理念は変えず、実践
できる理念を（方針）を掲
げる。

グループホーム松山あじさい

平成　２９年　１月　１１日

目標達成に
要する期間

３ヶ月


